

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































プ　，．．　．　P｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P ノ．・　　・ボ　∴ ”妙》　　　　，　　「　　● 　｝
一 剛…「㍉P余　老　何1 奈 老 何！ 〔
　
P砿 一（
秋風歌②
　此の“秋風辞”の第四句の「佳人」は神女，忠実なる群臣，美女等に解釈されている。また，
「漢武故事」（原典不明）は詩作の時期について，帝が河東（山西省）に行幸して后土（地の
神）を祀った時（前113），沿河の中流に浮かべた船の中で群臣と酒を酌み交わし，帝京をかえ
りみて欣然として作ったと記載している（文選，巻45）。しかし，秋と云う季節に，「懐佳人号
不能，忘」の句の云う「不能、忘」が神女や忠実なる群臣を指して述べたとするのは余りにも白々
しい。武帝のような横暴な絶対的権力者が美女を「不能，忘」と詠んだとする方が自然であろう。
人は誰しも過ぎし日の栄華盛衰の美しい思い出を持ち続ける。人の生命を奪うことに何等の躊
躇も感じなかった武帝も五十歳を過ぎて，初めて心から愛する女性を見出だしたが，其れも束
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の間の遙遁に過ぎなかった。山西と云う厳寒を間近に控える地方に在る溌河流域では，秋は草
木が黄ばんで落葉し，雁が南に帰る季節である。其のような季節の唯中にあって，武帝の思い
出の中に現われるのは，李夫人がふさわしい。
　愛する女性の死を見詰めて，“李夫人歌”，“落葉哀蝉曲”，そして，“秋風辞”と，昔も今も
変わらぬ“愛と限りある生の終焉”の哀惜を謡った武帝は，李夫人との思い出の中で老い先を
感じ取ったであろう。其の焦燥と虚血とが，加齢に伴う痴呆症の逆行する記憶に留まる夫人と
の幻の恋の中に生き，現実の認識を狂わせたように思われる。
　中国の歴史は，昔も今も繁栄と停滞の陰に潜む権力者の斑気（むらぎ），移り気による暴力を
綴っている。不老不死の願望から神仙信仰に取り付かれ，恐らくは丹砂（硫化水銀）の方剤の服用
で水銀中毒になっていたであろう年老いた武帝は焔焔二年（前91）七月，衛皇后と皇太子とが
呪い人形で帝を崇り殺そうとしていると云うごろつきの廷臣の言言にそそのかされ，二人目自
殺に追い遣った。間もなく，冤罪であることが明らかになった時，謡言者等を悉く三族皆殺し
の刑に処したものの，此の自らの蛮行に対する後悔と悲しみとから，亡き太子を思う宮殿思
子宮を建て，太子の魂を呼び戻したいと願う高楼，帰来望思之台を建てた。此の激しく揺れ動
く斑気な情緒不安定は，齢と；共に徐々に進んで来た老人性痴呆の特徴を示し，もはや正常の判
断が困難になって来ていたであろう。
　北方地方で湯奴と戦っていた李夫人の兄将軍李広利にも，此の狂ったような事件と，弟李季
が後宮の婦人と姦通したため在京の兄弟一族は悉く死刑に処せられ，将軍の家族も捕らえられ
たとの知らせが届き，彼は家族の身の上を案じた。部下はもはや，そんな彼の命令に服そうと
はしなかった。翌年（前90）六月，戦いに破れた李広利は旬奴に降伏し，まもなく殺された。
李夫人が死の直前まで案じていたように，李一族は将軍李広利の降伏に激怒した面谷によって
三族すべて死刑に処せられて死に絶えた。
　みつから後継者を絶ってしまった武帝は，晩年最後の寵姫鉤k夫人画面が帝の為に生んで呉
れた僅か四歳の末子弗陵（昭帝）を太子にしなければならなかった。後宮元年（前88）七月，
彼は突然其の母親の若い夫人に言い掛りを付け，死刑を命じた。理由も判らぬ儘にひたすら許
しを乞うにもかかわらず許されずして引かれて行く夫人が，後を振り返り振り返りして哀願の
眼指しで訴えるのを見殺しにした直面は，側近達に殺害の理由をどのように理屈を付けて弁解
しようと，自分の死後も確実に生き残る点線の若さへの剥出しの嫉妬に駆られた醜悪な老人
に過ぎなかった。其の妄想に狂う冷酷無残さに，誰しも激しい嫌悪と軽蔑とを覚えるであろう。
夫人刑死の日，暴風が吹き荒れて砂塵を巻き上げた。人々は夫人の死を傷み悲しんで，夜半棺
を担ぎ出して葬り，土を盛り上げて其の場所の印とした（外戚世家：楮少孫補記）。次々と近
親者を殺して行く狂った老人に仕える側近の人々は，夫人の刑死を傷んで吹きつのる暴風の中
で，彼等自身いつ老人の不安定な情緒の嵐に巻き込まれるかも判らない不安に懐えていたに違
いない。
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　半年の後，後元二年二月，神仙無きを悟った武帝は，愛して呉れる者すべてを失い，恐らく
李夫人との恋の幻を追いつつ，取り残された孤独の中で死んだ。帝の死後，大将軍霊光は帝の
生前の意向に添って，李夫人を武帝と合葬し，孝武李皇后と尊号を奉った。
　其の翌年，武帝の死を見届けるかのように「勢あれば則ち賓客は十倍し，勢なければ則ち否
（しか）らず」の文字を残して，昭帝の始元元年（前86）司馬遷が死んだ。4）天漢二年（前99）
武帝により宮刑に処せられて十三年後であった。史記百三十篇を残した。其の内，彼の仮借無
き記述により，武帝の怒りと，王室関係者の忌誰とで，目録のみを残して削除，破棄されたも
の十篇。後に，孝武本紀他二篇は二二孫によって補われた。
　武帝去って数百年目大唐玄宗朝という中国史上最も繁栄した時代に向かっていた時，武帝の
暴虐よりも大言帝国の繁栄と大帝の悲恋の物語の方に，人々が心を牽かれたとしても当然であ
ろう。万里の遠い旅の途上，武帝が“秋風辞”を詠んだ二河の畔に立った詩人＊は，季節もま
た北風が吹き渡り草木が黄ばみ落葉して行く同じ時期に，人生の揺落を感じ取り，其れゆえに，
武帝の「歓楽極号哀情多　少壮幾時号奈老何」の詠嘆を実感して“山上驚秋”の詩を詠んだの
であろう。
　沿上驚秋　　　蘇　纈
北風吹白雲　　萬里渡河二
心二七揺落＊　秋聲不可聞
　　　FOnshbng　J而9　Qiu　SO　Ting
b6ifeng　chui　baiydn　wbnli　dti　h6　fen
xinxin　f6ng　yaolao　qiasheng　buke　w6n
　　The　Autumnal　Sounds　on　the　Fen　River　Su　Ting
Northern　blasts　rush　and　white　clouds　fly，
Crossing　the　Fen　River　on　the　thousand－mile　j　ourney．
My　heartstrings　hum　to　see　withered，　fallen　leaves，
1　can’t　bear　to　hear　the　same　autumnal　sounds　as　in　Han　Dynasty．
　＊蘇　顧　（670？一727？）：武功（陳西省）の人。高宗の調露二年（680）の進士。則天武后に認
められて要職を歴任，また玄宗の信任も篤く，開元四年（7ユ6）宰相となった。
　＊揺落；草木が黄ばみ落葉して行くこと。
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おわりに
　我々の漢詩英訳の小論は，詩の背景の歴史的考察から，漢代の事績が今日的問題に繋がるこ
とを見出すものとなった。武帝の詩は，淫乱，残虐な古代皇帝が老年期に入って初めて目覚め
た真実の恋も束の間に過ぎ去り，老いとはこんなにも悲しいものなのかと，取り残される限り
ない論法と孤独感とを謡い，今日の老人問題の底に在る心情を示している。更に，生きとし生
きるもの誰もが避けられない別離そして死から逃がれようと，恐らくは方剤としての水銀剤服
用を続けて慢性中毒となり，徐々に進んで行く老人性痴呆症状を加速して，幻の恋を追い求め
て狂って行った孤独な権力者の残酷物語にも及んだ。
　それぞれの専門分野も，日，米，華と生活してきた伝統社会も全く異にし，しかも，何れも
漢詩，漢史については非専門家の我々四人が，此の漢詩英訳の協同作業を通じて従来とは違っ
た視点を見出し得たように思う。読者の共感を得られれば幸いである。
　前回試みた英訳の検討は，別章に記載した。
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別　沙
漠詩英訳の検討
　本論でとりあげた漢詩の英訳が如何なる検討を経て出来上がったか，その事情の一端を以下
に順を追って述べよう。
1．兵車行杜甫（A　Song　Of　Chariots　going　to　War　Du　Fu）
　まず冒頭の「車韓韓」の「鱗鱗」であるが，同語反復（畳語法）が好まれる中国語や日本語
の感覚からすれば‘rattle　and　rattle’のように置き換えるか，これを幾分英語の畳語法に合
わせて，rattle　and　ro11のように訳したいと考えるが，　‘rattle　and　roll’は，現代の英米語
の感覚では，rock　musicのimageが付き纒う。次の「家島薫」の「薫薫」の場合も同様で，
‘whinny　and　whinny’や‘neigh　and　neigh’あるいは‘whinny　and　neigh’などとせず，
‘roll’に合わせて　‘neigh’一語で済ませる。ちなみにwhinnyはneigh　softly　or　gentlyの
意味であるが，snort，　stampと共に使うことが多い。
　「耶嬢妻子直島送」の「血相送」は，‘walk　after　them　to　see　them　off’ということで
あるが，これでは散文訳になる。　‘go　behind　them’でよいが，．‘follow　behind　them’
で十分目の意味が表わされ，しかも主部のfamiliesとalliterattionをなす。
　「点逼塞」の「頻」は，often，　frequentlyということであるが，兵士が英語で答える場合
には，不要である。
　「営田」は，本文中の註で記した通り，中世シナの法律用語である。したがって，　‘to　culti・
vate　the　military．farms’が最も忠実な訳であろうと考え，採用した。しかし，ここのと
ころは，筆者らが何度も議論を重ねたところのひとつであり，解説を付さなければ英語圏の人
たちには，理解不可能と言う結論に至った。「屯田兵」は，和英辞典が示しているように　　‘a
farmer－soldier，　farm　soldier’などと訳せるであろうが，「出営田」を‘went　west　to　culti－
vate　the　military　farms’‘went　to　the　west　as　a　farmer－soldier’としても，英語の
farmで働くということには，平和時の仕事というイメージが強過ぎて，兵役の意味にはとれず，
意味の矛盾が起こる。矛盾を避けるには，兵役で西方に出かけた，ということにして，　　‘As
aman　of　forty，　still　under　orders，　he　went　west．’　あるいは意訳して，　‘went　west
to　guard　the　border’と訳すしかない。尤も，英語のmilitiamanは，ある意味で屯田兵に
近い。
　次行の「裏布」も，要解説の部類に入る。出征のために，黒い絹布で頭巾のように頭髪を包
むことであるが，　‘wrapped　the　boy’s　head　in　a　black　silk　cloth’と訳しても，出征時
の習慣であることは，伝わらない。
　「禾生朧畝無西東」は，　‘Millet　would　overgrow　the　farm　and　furrows　would　be
hidden’のようになるであろうが，末尾のhiddenはリズムの関係でhidとした。
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　「被駆不異犬与鶏」は，直訳すれば‘They　are　driven　like　dogs　or　hens．’とでもなる
であろうが，英語では，drivenされるのはdogs，　hensではなくcattleである。ここでは，駆り
出されることよりむしろ犬の如く扱われることに重きがあるのであろうから，　‘treated　like
dogs’とした。
　「旦如今年冬」の「如」はlikeを使いたくなるが，使うと散文的な表現になる。
　「天陰雨湿」は，　‘under　the　dark　rainy　sky’あるいは‘under　the　dark　drizzling　sky’
と一纏まりの句に訳せそうであるが，これではweather　reportになってしまう。　‘under
the　dark　sky’は詩に使えても，前者は散文にしか使えないところが難しい。．また，日本語
では，「（雨が）しとしとと降る」といった表現は，趣があるが，英語の　‘drizzle’は，詩語
としては使えない。　‘drizzle’は，語源的にはともかくとしても，音感的には，　‘sizzle’と
同様echoicであり，一般的に言って，日本語の擬音語や擬態語は，文学的表現になり得ても，
英語のそれは，幼児語（baby　talk，　infant　language）の延長と見なされ，日本語の場合ほ
ど多用されない。
　「聲鰍鰍」　‘wails　blow（in　the　rain）’と表現したいが，この表現が音声として表現され
ると，英語母国語話者には‘whales　blow　in　the　rain’と聞こえる。　OEDやWebster3「dに
例文として上げられている‘there’s　weeping　and　wail’というのは，月並みな表現（cliche）
で，面白くない。　‘wailing’を使って，　‘wailing　is　heard　in　the　rain’とせざるをえな
い。
2．月夜憶舎弟　杜甫（Thinking　of　My　Younger　Brothers　on　a　Moonlit　N　ight　Du　Fu）
　「春秋一下聲」の「邊」は，borderであるが，英訳では前置詞が問題になる。　borderは通
常on　the　borderの形で使われるが，ここでは雁が静止している訳ではないからalong，　across
のいずれかである。雁の動きを考えacrossを使った。
3．望月二親　白居易（Thoughts　of　My　Family　While　Gazing　at　the　Moon　Bo　Ju－yi）
　「弟兄覇旅各西東」の「各」を生かして英訳すると，　‘Each　of　my　brothers　dispersed＿’
あるいは，　‘My　brothers　each　dispersed．．．’となるが，　eachとdisperseとはimcompatible
なので，英訳では‘All　of　my　brothers　dispersed＿’となる。
　「幻影分飛千里雁」の「分飛千里雁」のところは，散文的に訳せば，　‘like　a　lonely　wild
goose　flying　thousands　of　miles　away，　seperated　from　its　flock’といった風になろう
が，群れからはずれて飛んでいる鳥は‘fly　off　course’を使って表現できる。
　「辞根高作九秋蓬」の「蓬」は「風蓬」のことであるから，　‘tumble－weed’が近似して
いるが，ただ，米人がこの語かちまず描くイメージは，‘cowboys’と‘Indians’である。
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4．絶代佳人　李　延．年（AGreat　Beauty　Li　Yannien）
　表題の「絶代佳人」を，　‘holy　of　holies，　king　of　kings’などに倣って，　‘Beauty　of
Beauties’とすると，　sillyな表現になり，詩の表題には不適。
　　「寧不知傾城代傾国」は，新約聖書（Matthew　13：45－46）の　‘A　pearl　of　great　price’
Again，　the　kingdom　of　heaven　is　like　unto　a　merchant　man，　seeking　goodly　pearls：
Who，　when　he　had　found　one　pearl　of　great　price，　went　and　sold　all　that　he　had，
and　bought　it．に内容が似ているが，　‘A　pearl　of　great　price’は，聖書のイメージが強
すぎる。
5．李夫人　漢三態（Li　Furen　Han　Wu－Di）
　　「是耶非耶」　‘Are　you　or　aren’t　you？’とするとモダニズムの詩のようで魅力的（arrest－
ing）であるが，武帝が話し掛けているのが亡霊であることを考えると，　‘Are　you　here　or
aren’t　you’　としたい。ところが，次行の　‘1’m　standing　and　Iooking　for　you．’の‘＿
looking　for　you’と相容れなくなるので，　‘ls　that　you　coming？’として，末行の‘But．．．
how　slowly　you　come！’と照合させたいのであるが，原詩では亡霊は几帳のなかに現れる
だけで，近づいてくる訳で’はないようであるから，‘Is　that　you　I　see？’とした。直行の「其
来遅」の「来」は，英語のくappear’に近いと思われる。
　　「即応」は，女性が「なよなよ，あるいは（足許が定まらず）よろよろと歩くさま」である
から，ここでは　亡霊の女性らしい歩き方を描写していると同時に，纏足による影響（もし，
漢代にあったとすれば）をも意味しているのであろう。‘totters’‘walk．unsteadily’などが考え
られるが，これらは，酪酊状態の千鳥足を意味しても，決して女性らしさを含意するものでは
ない。‘walk　jingerly’も考えられるが，さらに女性的（feminine）な歩き方を暗示する‘walk
lightly’使った。
6．落葉哀三曲　漢沼緑（The　Song　of　the　Falling　Leaves　Han　Wu－Di）
　　「羅訣分無声」は，　‘The　rustle　of　your　silk　sleeves　is　heard　no　more’としても良
いが，alliterationを生かして，‘＿sleeves　silenced．’とした。
　　「落葉依千重肩」は，「千重后」も苦労した個所である。　‘The　fallen　leaves　settle　in
heaps，　locking　doubly　the　gates’とすると，まことに拙劣（extremely　awkward）になり，
‘relocking　the　gates’を考えたが，一体英語では，落ち葉が‘lock’を　‘block’するとい
う発想はありえないので，　‘fallen　Iaves　block　the　gates’と‘lock’を‘block’に変え
ることにした。そこで「千重」を表現するために，‘blocking　the　locked　gate’と訳した。
この訳は，blockの音の中にlockが含まれていて，原詩の「重」と感覚的に似ているというこ
とで，今回の訳語の傑作のひとつであると自負している。
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「漢武帝の愛」東と西：漢詩の英訳
7．秋風辞　漢武帝（The　Song　of　Autumn　Wind　Han　Wu－Di）
　「懐佳人」の「佳人」は，脈絡から考えて，　‘my　beloved　lady’と訳したくなるが，か
えってclumsyな表現になるので，単に‘my　beloved’にする。
　「楼船」は，対応する訳語がないらしい。「遊覧や，戦争に用いた2階造りのやぐらのある
船」であるが，　‘aship　with　a　turret（a　tower）’という説明的な訳語は，注記に利用した
方が良いであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　「少壮幾辞分’奈老何」OEDには，　fleet：（of　time）To　pass　rapidly　and　imperceptively
という定義とTime　may　fleet，　and　youth　may　fade．という引用例があるので，　fleetが使
えそうであるが，現代英語では，たとえ詩においてもfleetをそのまま動詞として使うのは無
理であり，fleetingという形容詞形が望ましい。しかし，　fleetingを利用すると，後半もそれ
に合わせて，　‘how　surely　age　advances！’と納めたい。あるいは，　fleeを使い，’How　youth
flees　and　how　age　advances！とする。
8．沿上驚秋　蘇顯（The　Autumnal　Sounds　on　the　Fen　River　Su　Ting）
　「心緒逢揺落」の「逢」は，予め約束をして会うわけではないから，　‘meet’
である。
ではなく　‘see’
（平成2年1月31日受理）
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